
346 7,987 382 8,173 348 7,287 287 6,148

112 2,539

【参考】
貸付金額

7,987千円 8,173千円 7,287千円 6,148千円

290 6,193

・相談対応時に生活困窮者自立支援事業の担当者も同席し、資金の貸付だけでなく、他制度や
サービスの紹介等、生活全般の助言や支援を行った（242件）。そのうち、課題の改善が見られたも
の（42件）、生活保護の申請に繋がったもの（27件）。
・市子ども子育て応援センターとの意見交換を行い、相互に事業の理解を深めた（11/29）。
・初期滞納世帯への電話での状況確認及び償還指導（対象：409件）を行った。

生保受給中の世帯 96 2,109 111 2,363 114 2,471 83 1,945

合　計

119 2,325

106 2,550 95 2,091 96 2,078 59 1,329

生保申請中の世帯 140 2,730 165 3,260 139 2,725 108 2,125

348件 287件 290件

○有効求人倍率は、前年度と比較して若干の上昇
が見られ、景気は緩やかに回復を続けていると思わ
れる。一般世帯への貸付件数が減少していることの
一因となっているのではないかと考えられる。
→生活困窮者自立支援事業と連携した対応を継続
し、対象世帯を把握するとともに、貸付を行うことだ
けでなく、就労に向けた支援などの対象世帯の自立
に向けて必要な支援を、継続的に行う。また、償還
の滞納が生じた場合、状況把握に努め、必要に応じ
て生活困窮者自立支援事業へ繋ぐ等の支援を行
う。

○対象者への事業周知のため、社協だよりやホー
ムページを通じた広報は適当である。民生委員や生
活困窮者自立支援事業と連携していることで、対象
者への周知や貸付後の継続した支援にも繋がって
いる。
→対象者に周知されるよう、広報活動を継続する。

○生活困窮者自立支援事業との連携により就労に
繋がった件数が減少した。
（平成29年度：15件→平成30年度：0件）
→生活困窮者自立支援事業で対応したケースに
は、就労につながったものが18件あるが、家族支援
により対応ができる等の貸付を要しないケースだっ
た。また、生活保護につないで生活再建を図るケー
スもあり、対象者の状況に応じた支援を行っている。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

3 3 3 3

6,193千円

346件 382件

〔実績の推移〕 　（単位：件、千円）

項　目

H26 H27 H28 H29 Ｈ30

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

一般世帯 110 3,148

達成度平均値推移

H27 H28 H29

3 3 3

H27 H28 H29

3

H26

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標

49 社協

話し相手と
なるボラン
ティアが独
居高齢者を
訪問するこ
とにより、高
齢者の孤独
感や不安を
解消する。

養成講座実施
回数

目標値

　①自立支援を促すための取組み（個別支援）

H26

登録ボランティア数★

依頼者数

19人

年間 26人

100人

7人
（26人）

12人

Ｈ30

25人

122人

１
孤独から要
支援者を守
るための取
組み

話し相手ボ
ランティア事
業

6人 11人新規★

2人
（70人）

13人
（124人）

19人 23人

項　目 H26

実績値
（累計）

6人
（19人）

H29

7人

H27 H28

24人

①話し相手ボランティアの派遣
・派遣希望者や介護事業所（ケアマネ）等からの依頼を受け、登録ボランティアを派遣
・ボランティアが依頼者の自宅等を訪問、世間話などを一緒に楽しむ
・対象者の様子に気になる点があれば社協やボランティアセンターに報告

〔実績の推移】

新規依頼者数

目標値
（累計）

5人
（18人）

8人

19人

27人

1回1回

評価点H27

100%

16人

達成度124人

8人
（24人）

26人

11人
（23人）

100% 100%

4

5人
（23人）

5人
（28人）

実績値 1回

達成度平均値

11人
（42人）

100%

1回 2回

73%

1回

達成度

２
要支援者を
資金的に支
援するため
の取組み

佐世保市福
祉資金貸付
事業

50 社協

少額短期の
資金貸付に
よる一時的
資金需要の
補完や、課
題解決に向
けたアドバ
イスや他制
度へのあっ
せんを行う
ことにより、
困窮者の自
立を支援す
る。

【参考】
貸付件数

3.31時点

実際に活動している
ボランティア数

18人 20人 24人

70人

12人 15人

87%13%

15人
（129人）

15人
（100人）

15人
（144人）

H30 実施結果の分析と今後の対策

・年度末時点依頼者数（15人→17人）
→新規依頼者は12人、派遣中止・キャンセル10人、合計2人の増加。
→新規依頼は、地域包括支援センターや高齢者施設のケアマネジャー等による。
　 取り消し理由は、対象者の死去や入院・施設入所、デイサービス利用の増加など。
・登録ボランティア数（124人→122人）
→新規19人、登録抹消21人、合計2人の減少。
　抹消理由は高齢化、家族等の介護により活動困難など。

②広報・周知
・新規依頼者を増やすためにPRチラシを地域包括支援センター、民生委員児童委員協議会に配布
　し、周知を行った。

③話し相手ボランティアの養成
　　開催日：平成30年10月15日（月）　　場所：宇久地区公民館　　参加者：28人
　　内　容：「ボランティア活動について」「高齢者の特性、コミュニケーションの取り方について」など
　　講　師：ボランティアセンター職員、宇久地域包括支援センター
　　　　　　　※養成講座受講者には修了証を発行。

④ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修及び情報交換会
【第1回】　開催日：平成30年5月23日（水）
　            場　所：させぼ市民活動交流プラザ　　　参加者：18人
　　　　　　内　容：お口いきいき介護予防～元気なからだは健康なお口から～
　　　　　　講　師：歯とお口の話118　山田　悟美　氏
【第2回】　開催日：平成30年8月24日（金）
　　　　　　 場　所：させぼ市民活動交流プラザ　　参加者：18人
　　　　　　 内　容：権利擁護と成年後見制度について
　　　　　　 講　師：佐世保市社会福祉協議会　総合相談班職員
【第3回】　開催日：平成31年2月22日（金）
　　　　　　 場　所：させぼ市民活動交流プラザ　　参加者：18人
　            内　容：介護保険制度について
　            講　師：佐世保市長寿社会課職員　2人

⑤その他の取組み
・武雄市傾聴ボランティア「うなずき愛」との意見交換
　「うなずき愛」メンバー13名、話し相手ボランティア6名による意見交換会を実施した。

100%

H28 H29

42人

5人
（38人）

5人
（33人）

実績値
（累計）新規登録ボラ

ンティア数

目標値
（累計）

達成度

15人
（99人）

○新規依頼者数は目標数を上まっているが、派遣
終了、中止となるケースも多い。
→地域包括支援センターを通した依頼の他、介護施
設入所者に対する活動依頼が増加している。
→ボランティアの活動機会の確保のためにも、引き
続き、地域包括支援センターへのチラシ配布、民児
協定例会、サロン等での事業説明によって依頼者の
確保につなげる。

○問い合わせ及び依頼件数は増加したが、マッチン
グのために訪問した際、本人は乗り気でないケース
がある。
→ケアマネジャー等から本人への事業説明を確実
にしてもらうよう、再度依頼をする。

○養成講座の参加をきっかけに、他のボランティア
活動への参加も呼びかけている。
→様々なボランティア活動を経験することで、自分に
合った活動を発見することができ、継続した活動にも
つながっている。なお、高齢や家族の介護を理由に
登録を抹消するボランティアもいるため、活動可能な
世代のボランティアの養成に取組む。

〇フォローアップ研修は、活動者のスキルアップと交
流の場になっている。
→活動に役立つテーマを設定して継続するととも
に、他の登録個人ボランティアにも参加を呼びかけ、
個人ボランティア全体の底上げにつなげる。

○武雄市の「うなずき愛」メンバーとの意見交換会で
は、他の類似活動の実情を知ることができ、両者に
とって今後の活動につながる時間となった。

100%

15人
（114人）

19人
(122人）

○目標は達成されて
いる。
今後も、ボランティア
活動全体の活性化と
ボランティア活動の
マッチングを進めて
もらいたい。

評価コメント取組項目

100%

12人
（27人）

100%

1回

1回

100% 100%

1回

1回

100%

100%

15人
（84人）

100%

事業名
評価点推移

91% 100% 96%

H26

71%

3



H27 H28 H29

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標

　①自立支援を促すための取組み（個別支援）

H26 評価点H27 H30 実施結果の分析と今後の対策H28 H29 評価コメント取組項目 事業名
評価点推移

H26

　〔実績の推移〕 　（単位：件、千円）

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

5 5 5 5

396 405

《他事業との連携による支援の一例》　※本事業において対応した件数で、複数カウントあり
・食糧物資緊急支給事業（2件）
・住居確保給付金支給事業（6件）
・学習支援事業（11件）
・生計困難者レスキュー事業（3件）
→経営者協議会加盟施設と連携し、ライフライン休止危機や家賃支払いなど、緊急時に幅広く対応
している。　※平成29年度から本会も加盟し拠出金を負担
・居場所づくり事業（利用者：6人）
→ボランティア活動や出前講座等を実施し社会参加機会の増加に努めている。また、今年度は就労
準備活動の一環として一般企業と連携し、就労体験の場を設け、自立意欲の向上に繋がっている。
　平成30年度は、居場所「ゆ～らり」を毎週2回、計96回実施し、延べ364名が参加。活動内容は「く
つろぎ活動」「社会参加活動（作品製作）」であった。

《支援によって得られた変化の一例》　※件数は複数カウントあり
・精神の安定（23件）…地域で孤立しゴミ屋敷状態に陥っている方に寄り添い支援を行うことで信頼
関係を構築することができ、課題解決につなげることができ精神の安定に繋がっている。
・家計の改善（22件）…対象者の状況に応じて就労収入の増加や支出の削減を提案。また多重債務
者については、弁護士につなぎ債務整理を実施し、収支バランスの安定を図ることができている。
・住居の確保・安定（20件）…住居確保給付金の活用を行い、住居の安定を行うことにより、就労活
動に集中し取り組むことができた。またホームレスや家を追い出された方などについては不動産情
報を提供し、住居の確保に努めることが出来ている。
・就労開始（18件）…生活保護受給者等就労促進事業による就労支援や職業訓練へのつなぎを
行った。
・生活保護適用（13件）・・・状況に応じて必要な方については生活保護につなげ、生活の安定を図っ
ている。

《出張相談会》
遠方にお住いの方が、本事業の利用をしやすいよう北部5地区（吉井・世知原・江迎・小佐々・鹿
町）、東部4地区（宮・三川内・針尾・江上）の計9地区にて開催し、計8件の相談を受付た。

実績値
（累計）

58件
（58件）

87件
（145件）

124件
（269件）

112件
（381件）

101件
（482件）

達成度 100% 100% 100% 100% 100%

3件
（16件）

3件
（19件）

3件
（22件）

○平成29年度と比較すると新規相談件数が88件減
少した。
→本会が所管している福祉資金における一般世帯
への貸付件数も減少していることや経済的な相談が
昨年度比7.2％減少していることからも、景気回復に
よる影響があったものと考えられる。

○対象者に寄り添い、自立を目指すことで、意欲向
上や精神の安定等、様々な変化がみられ、生活困
窮状態からの自立につなげることができている。
→今後も対象者の思いを尊重し、踏み出す一歩を支
える支援を行う。

○他機関とのケースカンファレンスやケース支援の
中で連携を図ることにより、本事業について理解を
深めていただくことができ、関係機関からの相談件
数も増加している。
→本会が開催している会議のみならず、他機関主催
の会議にも積極的に参加し連携強化に努める。

○年間の広報スケジュールをたて、地域住民への効
果的な周知活動を行うことができている。また、市内
9地区（宮・三川内・針尾・江上・吉井・世知原・江迎・
小佐々・鹿町）にて出張相談会を開催し、8件の相談
受付に至っている。
→今後も効果的な周知活動を行っていく。また、アウ
トリーチを通して、住民に身近な相談支援機関を目
指す。

○一般企業と連携を行い居場所「ゆ～らり」内で就
労体験の場を設けることができ、自立意欲の向上に
つなげることができた。
→更なる支援強化のためフレッシュワーク・地域若
者サポートステーション等の就労支援機関との連携
を強化する。

5
生活困窮者
自立支援事
業

55 社協

困窮者が生
活保護に至
る前の段階
で、経済的
困窮や社会
的孤立から
脱却できる
よう支援を
行う。

●生活困窮者自立相談支援事業
・平成26年度の生活困窮者自立促進支援モデル事業を経て、平成27年4月施行された「生活困窮
者自立支援法」に基づき市から委託された事業

新規対応ケー
ス

目標値
（累計）

10件
（10件）

3件
（13件）

項　　　目 Ｈ26 H27 H28 H29 Ｈ30

受付相談件数 408 664 630 748 660

対
応
状
況

本事業による支援★
（社協の担当相談支援員による継続的な支援を行う）

58

15 15,289

【参考】
貸付金額

87,612千
円

27,193

87 124 112 101

他機関・制度へのつなぎ
（生活保護、貸付制度、障がい福祉課などへつなぐ）

181 332 241 240 154

情報提供
（事業内容、制度、相談窓口などの情報提供を行う）

169 245 265

116,102千
円

52,392千
円

110,483千
円

66,872千
円

合　計 141 87,612 185 116,102 107 52,392 138 110,483 90 66,872

・相談対応時に生活困窮者自立支援事業の担当者も同席し、資金の貸付だけでなく、他制度や
サービスの紹介等、生活全般の助言や支援を行った（242件）。そのうち、課題の改善が見られたも
の（42件）、生活保護の申請に繋がったもの（27件）。
・市子ども子育て応援センターとの意見交換を行い、相互に事業の理解を深めた（11/29）。
・高校及び中学校に、教育支援資金のと制度内容を記したチラシと留意点等を記した文書を送付
し、先生方への周知を図った。　※高校には、長崎県社協より送付
・初期滞納世帯への電話での状況確認及び償還指導（対象：475件）を行った。

その他 23 20,611 42 40,757 17 11,013 23

137

教育支援資金 115 66,606 135 73,694 82 40,008 111 82,570 74 51,446

総合支援資金 1 195 7 1,551 8

107件 138件 90件

○有効求人倍率は、前年度と比較して若干の上昇
が見られ、景気は緩やかに回復を続けていると思わ
れる。一般世帯への貸付件数が減少していることの
一因となっているのではないかと考えられる。
→生活困窮者自立支援事業と連携した対応を継続
し、対象世帯を把握するとともに、貸付を行うことだ
けでなく、就労に向けた支援などの対象世帯の自立
に向けて必要な支援を、継続的に行う。また、償還
の滞納が生じた場合、状況把握に努め、必要に応じ
て生活困窮者自立支援事業へ繋ぐ等の支援を行
う。

○要保護世帯不動産担保型生活資金の貸付
（7,500,000円）がH29年度にはあったことや、就学に
係る教育支援資金や技能習得費の減少が主な内容
である。
→目的別の貸付であるため、件数や金額で評価す
ることは難しい。
→生活困窮者自立支援事業や民生委員との連携を
継続し、必要な世帯に周知され、活用がされるよう努
める。

○対象者への事業周知のため、社協だよりやホー
ムページを通じた広報は適当である。民生委員や生
活困窮者自立支援事業と連携していることで、対象
者への周知や貸付後の継続した支援にも繋がって
いる。また、教育支援資金や技能習得費について
は、中学校・高校へ文書を送付し周知を図った。
→対象者に周知されるよう、広報活動を継続する。

○生活困窮者自立支援事業との連携により就労に
繋がった件数が減少した。
（平成29年度：15件→平成30年度：0件）
→生活困窮者自立支援事業で対応したケースに
は、就労につながったものが18件あるが、家族支援
により対応ができる等の貸付を要しないケースだっ
た。また、生活保護につないで生活再建を図るケー
スもあり、対象者の状況に応じた支援を行っている。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

3 3 3 3

【参考】
貸付件数

141件 185件

項　目

H26 H27 H28 H29 Ｈ30

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

1,371 4 720

件数 金額

臨時特例
つなぎ資金

1

２
要支援者を
資金的に支
援するため
の取組み

長崎県生活
福祉資金貸
付事業

51 社協

一定期間の
生活資金や
特定目的の
費用負担に
対する貸付
により、困
窮者の自立
を支援す
る。

2 200 1 100 0 0 0 0 0 0

3



H27 H28 H29

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標

　①自立支援を促すための取組み（個別支援）

H26 評価点H27 H30 実施結果の分析と今後の対策H28 H29 評価コメント取組項目 事業名
評価点推移

H26

― 3 3 3 3

項目 Ｈ26

・平成28年度で事業終了。
・平成28年度末までに、成年後見制度への移行が完了していなかった5件については、移行が完了
するまでの間、施設利用料等の支援を行い、平成29年度末には完結した。 達成度 100% 100% 0% － -

2人
（21人）

2人
（23人）

2人
（25人）

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。
特に、利用者数の増
加に対応する支援体
制の充実に取組んで
もらいたい。

達成度平均値
H26 H27 H28 H29

100%

達成度平均値

7%

達成度平均値推移

3 3 3

○引き続き、必要と
する支援が行き届く
よう制度の周知に取
り組んでいただきた
い。

―

3

H26

5% 20%13%20%

H29H28H27

15件
（40件）

15件
（55件）

15件
（70件）

○新規受任件数は減少している。受任総数はH29年
度と同数である。
→家庭裁判所からの依頼を受けて受任するもので
あり、受任件数の変動について、評価することは難し
い。

○市民後見人養成については、H25年度に社協が
実施し15人が修了している。
佐世保市管内で市民後見人を選任しようとする動き
はなく、現時点で新たに市民後見人を養成する予定
はない。

○受任件数の増加に備え、体制の強化が必要と考
えられる。
→日常生活自立支援事業の生活支援員として経験
を積んだ者の中から後見支援員を雇用する。

3
5人

（15人）
5人

（20人）
5人

（25人）

0人
（15人）

0人
（15人）

0人
（15人）

0% 0% 0%

4件
（11件）

6件
（17件）

2件
（19件）

27% 40% 13%

法人後見新規
受任件数

目標値
（累計）

10件
（10件）

15件
（25件）

市民後見人新
規養成者数

目標値
（累計）

5人
（5人）

5人
（10人）

実績値
（累計）

0人
（15人）

0人
（15人）

達成度 0% 0%

実績値
（累計）

1件
（1件）

6件
（7件）

達成度 10% 40%

4 12

高齢者あん
しんセン
ター事業

58 社協

契約行為等
が困難な方
が日常生活
支援から成
年後見へ移
行するまで
の間、権利
行使に係る
空白が生じ
ないようにカ
バーする。

　〔実績の推移〕

成年後見制
度の推進

59 社協

社協が法人
として本人
の法律行為
を行うと同
時に、市民
後見人を養
成する。

①法人後見新規受任件数
・新規受任件数・・・2人★
※平成31年3月末時点：14件（後見：9件、保佐：2件、補助：3件）
・運営委員会開催数・・・3回
※成年後見制度に関する相談対応件数・・・37件

②市民後見人新規養成者数
・Ｈ30年度の開催なし
※平成25年度に実施（修了者15人）→平成30年度末時点　登録者　14人

③市民後見人養成講座修了者フォローアップ研修会
・市民後見人養成講座修了者へのフォローアップを目的として、講師を佐世保公証人役場より招き、
相続についての研修会を開催。
　　開催日：平成30年11月25日（日）　  参加者：9人

④周知活動
・地域包括支援センター・居宅介護支援事業所・小規模多機能型ホーム・相談支援事業所・医療機
関地域連携室へのパンフレット配布。
・手をつなぐ育成会研修会（H30.5）、話し相手ボランティアフォローアップ研修会（H30.8）、あすなろ
作業所研修会（H30.9）、あおぞら作業所研修会（H30.10）、日宇地区サロン（H30.10）、金比良地区
ネットワーク協力者の集い（H30.12）での事業説明

○平成28年度をもって本事業は終了。

利用者数

目標値
（累計）

2人
（17人）

2人
（19人）

内訳
新規 5 15 0

Ｈ27 Ｈ28

年間利用者数 18 29 17

0

継続 13 14 17

12

H29 Ｈ30

5 －

100% 100%達成度 100% 100% 100%

－ -
5 － 15人

（29人）
0人

（29人）

－

実績値
（累計）

5人
（18人）

※H30年度解約理由…本人死亡（8人）、成年後見制度への移行（9人）、施設による管理への移行
（5人）、親族による管理への移行（1人）、本人による管理への移行（12人）
※年間利用者の疾病分類…認知症（106人）、知的障害（31人）、精神障害（40人）、高次脳機能障
害（6人）、複合障害（3人）、その他の障害（13人）
※権利擁護に係る相談対応件数…208件（うち、当事業による支援件数…44件）
※平成30年度に新たに生活支援員を調整した利用者数…23人

支援員連絡会
実施回数

目標値 1回

5 －

解約者数

2回

内訳
新規 37 47 57 39 53

継続 95 108 128 160 166

33 35
達成度

2回 2回

実績値 1回 4回

達成度 30% 100% - - -

3回

実績値 2回 4回 4回 4回 4回

100% 100% 100% 100% 100%

2回

　〔実績の推移〕

支援員スキル
アップ研修実
施回数

目標値 2回 2回 3回 3回 3回項目 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 H29 Ｈ30

生活支援員数（登録者） 14 28

185

解約者数 24 27 25

199 219

1回 - - -
○スキルアップ研修は、生活支援員の意見を踏ま
え、対象者に関係する制度や機関（公証役場）につ
いて学ぶような内容を実施した。実務に繋がる内容
であって生活支援員が必要とする内容の研修会実
施に努めた。
→生活支援員の意見を踏まえた内容や、実務に繋
がる内容の研修会を実施し、生活支援員の意欲向
上にも繋げる。

○利用者本人が定期的に来所するケース等もあり、
すべてを生活支援員が対応するものではない。新規
の利用者を中心に、できる限り生活支援員の調整を
進めた。
→利用者と生活支援員の調整を行い、増加する利
用者への支援体制を整える。

○生活支援員の高齢化が進んでおり、計画的な人
員の確保に向けた取り組みが必要である。
→生活支援員養成講座を開催し、新たな生活支援
員の確保を図る。

○利用者の中で、身寄りのない方がおり、死後事務
についての対応を念頭においた支援が必要である。
→生前に、利用者本人の決定により葬儀社との契約
を行うことや、後見制度への移行を進めて行く。

4

1回 - - -

100% - - -

10人
（20人）

- - -

17人
（20人）

- - -

4回 3回

３
要支援者の
権利を擁護
するための
取組み

日常生活自
立支援事業

56 社協

契約によっ
て日常的な
金銭管理等
の支援によ
る、判断能
力が十分で
ない方の生
活をサポー
トする。

①生活支援員スキルアップ研修★
・実績・・・平成30年8月27日（月）　　参加者：8人
　　　　　　 平成30年10月9日（火）　  参加者：11人
　　　　　　 平成30年11月25日（日）　  参加者：10人
　　　　　　 平成31年 2月4日（月）　   参加者：7人
②生活支援員連絡会★
・実績・・・平成30年8月27日（月）　　参加者：8人
　　　　　　 平成30年10月9日（火）　  参加者：11人
　　　　　　 平成30年11月25日（日）　  参加者：10人
　　　　　　 平成31年 2月4日（月）　   参加者：7人
③周知活動
・地域包括支援センター・居宅介護支援事業所・小規模多機能型ホーム・相談支援事業所・医療機
関地域連携室へのパンフレット配布
・手をつなぐ育成会研修会（H30.5）、話し相手ボランティアフォローアップ研修会（H30.8）、あすなろ
作業所研修会（H30.9）、あおぞら作業所研修会（H30.10）、日宇地区サロン（H30.10）、金比良地区
ネットワーク協力者の集い（H30.12）での事業説明

支援員養成研
修実施回数

目標値 1回

実績値 0回

達成度 0%

支援員新規養
成者数

目標値
（累計）

10人
（10人）

実績値
（累計）

3人
（3人）

28 28 27

年間利用者数 132 155

58% 100% 100% 100%

達成度平均値推移

3 3 4 4
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■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標

　①自立支援を促すための取組み（個別支援）

H26 評価点H27 H30 実施結果の分析と今後の対策H28 H29 評価コメント取組項目 事業名
評価点推移

H26

※指標に関係がある取組みには★を付けています。

29件 37件 24件

○民生委員からの相談件数が減少している。
→地域包括支援センター等、複数の相談窓口があ
り、必ずしも民生委員から社協に直接相談がされて
いるものではないと考えられる。
→民生委員からの相談に応じた対応を行うととも
に、事業の周知を図り、民生委員の信頼を得、相談
できる窓口であることの認識を広める。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

4 3 3 3

４
包括的・継
続的な生活
支援

生活支援に
係るケース
マネジメント

61 社協

自立困難、
あるいは環
境・精神が
安定状態で
ない方を、
多職種連携
の中で地域
生活に結び
付けること
による、地
域包括ケア
システムに
おける生活
支援の充実
を図る。

●生活困窮者自立支援事業や日常生活自立支援事業で対応している。
・生活困窮者自立支援事業：101件、日常生活自立支援事業：219件 ※内、重複0件
・生活困窮者自立支援事業、日常生活自立支援事業ともに、行政や地域包括支援センター、医療機
関などの関係機関からの相談は多く、事業の周知により対象者の把握や支援に繋がっている。
→関係機関からの相談：401件　（H29年度：347件）
・地域包括支援センター、事業所などの他機関とのケースカンファレンスを行い、支援内容に反映さ
せている。
→実績：742件　（H29年度：1,130件）
・その他、実施内容は、生活困窮者自立支援事業、日常生活自立支援事業に記載のとおり。
・法人後見を受任しているケースにおいても関係機関と連携した生活支援を行っている。 【参考】

生活困窮者自立支援事
業、日常生活自立支援事
業による対応件数

187件

※生困事業
58件

※日自事業
132件

（うち、重複
3件）

239件

※生困事業
87件

※日自事業
155件

（うち、重複
3件）

民生委員・
児童委員支
援

65 社協

民生委員・
児童委員の
活動におけ
る困難ケー
スへの対応
等が円滑に
行われるよ
う必要に応
じた支援を
行う。

●民生委員・児童委員の活動が円滑に行われるよう、要請に応じた支援を実施した。
・民児協会長会での制度及び社協事業の説明
・民生委員から個別ケースに係る相談があり、情報提供を行ったり、同行して訪問を行うなどの対応
に取組んだ。（生活困窮者自立支援事業：23件、日常生活自立支援事業：1件）

●生活困窮者自立支援事業等における継続支援の中で、民生委員と連携して対象者の見守りや状
況確認等を実施している。 【参考】

民生委員・児童委員から
の相談件数
※生活困窮者自立支援
事業、日常生活自立支援
事業による対応件数

38件 24件

305件

※生困事業
124件

※日自事業
185件

（うち、重複
4　件）

307件

※生困事業
112件

※日自事業
199件

（うち、重複
4　件）

320件

※生困事業
101件

※日自事業
219件

（うち、重複
0件）

○生活困窮者自立支援事業や日常生活自立支援
事業において、関係機関からの相談・情報提供や連
携した支援を行っている。
○関係機関からの相談は増加している。相談から支
援に至るまでの情報や意見を交換して支援に取組
んでいる。
→生活困窮者自立支援事業や日常生活自立支援
事業について、引き続き関係機関に事業周知を図
り、対象者の把握や連携した支援に取組む。また、
支援を通して対象者と関係機関、地域とのつながり
づくりに努める。

〇実践の積み重ねや研修会の受講により、職員の
レベルアップを図り、支援の充実につなげる。

○対応件数は年々増加している。
→日常生活自立支援事業の利用者数が増加してい
ることが主な要因である。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

4 4 4 4

５
命を守る取
組み

緊急時連絡
カード配付
事業

66 市

緊急時に適
切な対応が
なされるよ
う、緊急時
連絡カード
を配付す
る。

・必要に応じて、中央保健福祉センター1階案内、関係課窓口、本庁1階総合案内、各支所等へ設
置・補充
・市ホームページ掲載による広報周知

救急医療情
報キット実
施事業

67 市

緊急時に駆
け付けた救
急隊員が適
切な対応が
できるよう、
救急医療情
報キットを
配付する。

・必要に応じて、中央保健福祉センター1階案内、関係課窓口、本庁1階総合案内、各支所等へ設
置・補充
・市ホームページ掲載による広報周知

19件

【参考】
配布件数
・平成25年度・・・9,960袋

19件 18件

1,590枚 1,610枚 1,560枚

1,309袋 1,480袋 1,740袋 1,795袋 2,000枚

803枚

平均値

3.60

3

3

【参考】
救急搬送時における救急
医療情報キット使用件数
（消防局警防課調査）

54件

【参考】
配布枚数
・平成23年度・・・33,530
枚
・平成24年度・・・1,810枚
・平成25年度・・・1,860枚

1,430枚

24件

○配布枚数は減少している。
→事業開始から年数が経っており、カードの記載内
容やより活用しやすい形態など見直し検討を行う。

A

○市民へ定着してきているが、救急情報の記入内容
の更新については、使用する本人の自己責任にお
いて行っていただくことを前提としているため、内容
の更新がなされていない可能性が高い。
→市ホームページ、広報させぼ、市保健師臨戸訪
問、民生委員の協力等により更新の勧奨を行うこと
で、救急情報医療キットが有効に機能するように対
応する。
→様式等をリニューアルするなどして更新する機会
をつくる。
→引き続き、使用方法等について周知していく。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

総合評価

3 3 3

3 3 33

3

3

4



100%

1回/5ヵ所

評価点推移

達成度平均値推移

H26

2

H26

68%
100%100%

1ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（63ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

100%

105人
（888人）

10人
（899人）

100%

　②相互扶助を促すための取組み（小地域支援）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H27 H28 H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメント

１
住民相互間
の自主的支
援活動を通
じた相互扶
助の実現を
支える仕組
み

817人

100%

848人

2グループ
（55ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

74%14,541人

56ｸﾞﾙｰﾌﾟ

14,826人

58ｸﾞﾙｰﾌﾟ

依頼者数★
（提供食数）

実績値
（累計）

目標値 1回/5ヵ所

10人
（909人）

10人
（919人）

1ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（62ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

86人
（848人）

300人
（15,960人）

300人
（16,260人）

300人
（16,560人）

食事サービ
ス支援

68 社協

ボランティア
による食事
の提供を行
うことによっ
て、独居高
齢者等の孤
独感の解消
や安否確認
を行う。

グループ数★ 53ｸﾞﾙｰﾌﾟ 55ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ボランティア数★ 862人 888人

　《活動実績》

項　目 H26 H27

300人
（16,860人）

339人
（14,541人）

264人
（14,826人）

1回/5ヵ所

1回/5ヵ所

100%

221人
（14,582人）

88% 100%

326人
（15,732人）

100%

100%

1回/5ヵ所

1回/5ヵ所

100%

1回/5ヵ所

1回/5ヶ所1回/5ヶ所

実績値
（累計）H29

218人
（14,524人）

新規ボラン
ティア数

目標値
（累計）

新規依頼者数

目標値
（累計）

実績値

69人
（862人）

10人
（899人）

料理教室実施
回数

達成度 100%

300人
（15,660人）

達成度 73%

①食事サービスグループへの助成(260円/１食)
・ボランティアグループに対し、財政的な支援を実施した。
　(10月、3月の2回に分けて交付)

Ｈ30H28

14,524人 14,582人

・依頼者数（提供食数）　14,826人⇒15,732人　　延べ906人増加
・グループ数（56グループ→58グループ）
　　新規3グループ、登録抹消1グループ→2グループ増加
    抹消理由：高齢化による活動者の減少、新たな代表者のなり手がいない為
・登録ボランティア数（817人→814人）
　　新規125人、登録抹消128人→3人減少

②食事サービスリーダー研修
・開催日：平成30年6月22日（金）
・内容：介護予防・食中毒対策についての講話
・講師：清水包括・市生活衛生課職員
・参加者数：52人（32ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・その他：食事サービス活動に関する情報交換会、食中毒の注意喚起
社協事業（生活困窮者自立支援事業、レクリエーション集、サロン遊具貸出等）
の紹介など　　※食中毒の注意喚起として、調理場に掲示するチラシを配布

③食事サービス料理教室★
・食事サービスグループを対象に、市内5ヶ所で実施
　　平成30年11月15日（火）　場所：崎辺地区公民館　参加者：16人
　　平成30年11月19日（月）　場所：愛宕地区公民館　参加者：13人
　　平成30年11月20日（火）　場所：北地区公民館　　 参加者：15人
　　平成30年11月21日（水）　場所：早岐地区公民館　参加者：9人
　　平成30年11月22日（木）　場所：相浦地区公民館　参加者：17人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者合計：70人（30グループ）
・内容…調理実習、社協の事業説明(よもーで)
　　　　　情報提供（食中毒予防、栄養バランスについて）

④未実施地区での立ち上げの推進
・地域福祉かわら版（よもーで）に食事サービスリーダー研修会の様子を掲載し広報を行った。
・該当地区の民生委員等にチラシを配付し個別に説明をした。
→新規1グループが設立

実績値
（累計）

15,732人

1回/5ヵ所

1ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（61ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

814人

0グループ
（53ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

1ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（60ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

達成度 0%

57ｸﾞﾙｰﾌﾟ

達成度

1ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（64ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

100%

3ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(58ｸﾞﾙｰﾌﾟ)新規食事サー

ビスグループ
数

63人
（817人）

100%

目標値
（累計）

125人
(814人)

4グループ
（57ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

2ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（56ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

10人
（929人）

100% 100%

〇ふれあいいきいきサロンとの連携による、新たな食
事サービスグループが開設された。
→食事を提供しているサロンには、食事サービスの活
動について紹介し、グループ化の支援を行った。
→引き続き、地域の実情に合った活動の実施を支援す
る。

○グループの多くはボランティアの高齢化や担い手不
足の課題を抱えている。
→ボランティアセンターによるボランティア入門講座や
実践講座で活動紹介を行ているが、十分なマッチング
には至っていない。
→登録個人ボランティアへの活動紹介を継続するとと
もに、住民向けの料理教室を開催し、後継者の発掘及
び育成につなげる。

〇料理教室では、配食形式（弁当）のレシピを提供し、
好評を得た。
→今後もグループのニーズにあった内容で実施し活動
を支援する。また、長崎短期大学と連携した取組みに
ついても検討を進める。

100%

達成度平均値

○今後の対策のとお
り実施していただきた
い。
特に、ボランティアを
養成するなど、現状を
維持できるよう人材確
保に取組んでいただ
きたい。

H27 H28 H29

3 3 3

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

H29

94% 100% 97%

4

H27 H28



評価点推移

H26

　②相互扶助を促すための取組み（小地域支援）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H27 H28 H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメント
H27 H28 H29

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

※指標に関係がある取組みには★を付けています。

3ヵ所
（5ヵ所）

新規設置箇所
数

①ふれあいいきいきサロン情報交換会（研修会）★
・開催実績・・・
　平成30年6月1日（金）　 宇久高校体育館　参加者：93人
　平成30年7月11日（水）　もみじが丘体育館　　参加者35人
　平成30年7月11日（水）　江迎地区文化会館　参加者33人
　平成30年7月24日（火）　労働福祉センター　参加者75人
  平成30年8月30日（木）　黒島地区公民館　　参加者20人　　合計256人

②ふれあいいきいきサロンの開設推進★
・新規開設・・・57ヵ所（平成29年度末:163ヵ所⇒平成30年度3月末：220ヵ所）
・地域包括支援センター、生活支援コーディネーターとの連携によるサロン開設支援
　→サロン体験会の実施（9回）

③ふれあいいきいきサロンへの支援
・職員訪問回数・・・688回（レクリエーションの実施や情報提供など）
・「サロンレクリ―ション集パートⅡ」を作成、配布
・介護サービス事業所、警察、消防署など外部講師の調整
・希望するサロンに対し、本会所有のレクリエーション遊具の貸出
・担当職員がレクリエーション研修に参加し、スキルアップを図った。
※サロン延べ実施回数　5,350回（平成29年度：2,377回）
　　サロン述べ参加者数　99,054人（平成29年度：39,519人）

④サロン対抗によるレクリエーション交流大会の開催
〔東部地区予選〕平成30年10月2日（火）　東部スポーツ広場
　　　　　　　　　　　参加者：88人（22チーム）
〔北部地区予選〕平成30年10月5日（金）　小佐々スポーツセンター
　　　　　　　　　　　参加者：56人（14チーム）
〔中部地区予選〕平成30年10月12日（金）　総合グラウンド体育館
　　　　　　　　　　　参加者：184人（46チーム）
〔決勝戦〕　平成30年10月19日（金）　総合グラウンド体育館
　　　　　　　　　　参加者：96人（24チーム）

達成度平均値推移

2

4

100% 100%

17ヵ所
（117ヵ所）

46ヵ所
(163ヵ所)

1,070ﾈｯﾄ

地域共生サ
ロン（地域
の居場所）
づくり

72 社協

地域住民が
気軽に集い
交流できる
拠点を開設
し、効果的・
現実的運営
を推進す
る。

達成度

実績値
（累計）

- 2ヵ所
（2ヵ所）

●現在開設されている主に高齢者を対象としたいきいきサロンに、子供や障がい者など誰もが参加
できる内容や運営形態による実施をはたらきかけ、「地域共生サロン」を開設した。
　
 ・実績：新規　5カ所開設（累計　15カ所）★
　　①春日地区　こもれびサロン　（毎月1回実施）
　　　　場所：古民家カフェこもれび
　　②吉井地区　梶木場サロン　（2ヶ月に1回及び不定期実施）
　　　　場所：梶木場地区公民館
　　③早岐地区　わくわくサロン　（毎月1回実施）
　　　　場所：パールヒルズ田の浦公民館
　　④九十九地区　下船越名切サロン　（毎月1回実施）
　　　　場所：下船越名切公民館
　　⑤鹿町地区　褥崎サロン　（毎月1回実施）
　　　　場所：褥崎公民館

地域共生サロ
ンの設置

-

-

モデル事業
の実施（運
営主体の募
集）

運用

1回

システム導
入
運用開始

100%

ふれあいい
きいきサロ
ンの支援・
推進

71
社協
福推
協

1回

100%

3ヵ所
（5ヵ所）

実施

制度設計完
了

目標値

100%

実施

100%

制度設計
（事業実施
要綱等の作
成）

5カ所
（10カ所）

実施

1回

5ヵ所
（10ヵ所）

実施

モデル事業
の実施（運
営主体の募
集）

1回 1回

2ヵ所
（2ヵ所）

年次計画

実績値

100%

目標値
（累計）

達成度 100%

実績値
（累計）

1回

7ヵ所
（52ヵ所）

実績値

近隣者の見
守り・安否
確認等によ
る、平常時・
災害時の
ネットワーク
づくりの強
化・拡充を
図る。

２
要支援者自
らの自主
的・自立的
活動を通じ
た相互扶助
の実現を支
える取組み

研修会実施回
数

年次計画

69
市

社協

レクリエー
ション等を
行うサロン
の設置によ
り、高齢者
や障がい
者、子育て
中の親子等
の孤立解
消・心身機
能維持向上
を図る。

ふれあい援
護ネット
ワーク（仮
称）の推進

・地区福推協によるふれあいネットワーク情報交換会等開催･･･実績：6地区

・内容：台帳登録用紙の作成方法や見守り活動のポイント、対応方法など意見交換を

　　　　交えながら実施した。

運用

3,106人

ネット数

実績

制度設計

19ヵ所
（57ヵ所）

22ヵ所
（100ヵ所）

①災害時避難行動要支援者支援システムの運用
・日頃の見守り活動や災害時の支援に活かすために、同意が得られた方の名簿は、町内会等の関
係団体に配付した。

②地区福推協への活動費助成
・各地区の福推協に対し、事務費や研修会等の経費、ネット数に応じた補助金を交付した。

（ネット数実績）

項目 H26 H27

構成員数 2,952人

1,121ﾈｯﾄ

H28 H29 H30

制度設計
システム導
入決定
関係者合意

様式等発
注・配付
情報収集
保有情報基
盤整備

979ネット

③地区情報交換会等の開催支援

3,449人

910ネット

3,201人

　※ネット数：見守り対象者人数、構成員数：見守り協力者の延べ数

目標値
（累計）

1回

1,015ネット

3,504人
ふれあい援護
ネットワーク
（仮称）の一元
化・運用

制度設計
確定
関係者合意

達成度

7ヵ所
（45ヵ所）

7ヵ所
（59ヵ所）

7ヵ所
（66ヵ所）

57ヵ所
(220ヵ所)

1回

④ネットワークの活動の周知
・民児協定例会・研修会、福推協総会、サロンにて事業内容の説明を行った。
・福推協会長連絡会において、本事業の実施に伴う福推協への活動費補助は、平成31年度をもっ
て終了することを説明し、一定の理解を得た。

運用

新規サロン数

100% 100%

100%

1回

100%

運用

100%

Ａ

○高齢者から子供まで様々な年代の住民が集まる
きっかけとなり、世代間を越えた交流活動が広がって
いる。
→同方法による開設を引き続き推進する。なお、第3期
計画では、いきいきサロン事業の一環として取組み、
社会福祉法人等への事業説明、活動周知にも努め
る。

5ヵ所
（15ヵ所）

実施

100%

実施

5カ所
（15カ所）

○今後の対策のとお
り実施していただきた
い。

達成度平均値

1回

7ヵ所
（73ヵ所）

運用

100%

〇サロン情報交換会では、運営上の課題となっている
ことを把握するとともに、サロン同士のつながりが構築
できた。
→プログラムのマンネリ化や後継者（担い手）不足な
ど、把握した課題に対応するため、関係機関と情報共
有、連携を図り活動の継続を支援する。

〇昨年以上に新たなサロンの開設が進んだ。
→各地区福推協との連携によるサロン体験会の実施
や事業説明・周知による効果が出ている。
→開設が進んでいない地区や町内会等の実態を把握
し、福推協や地域包括支援センター、第2層コーディ
ネーターと協力して新規開設を推進する。

〇サロン対抗レクリエーション交流大会は、昨年に比
べ参加チームが22チーム増加。
→サロン参加者が大会出場を目指すことによって、モ
チベーションの向上にもなっており、また、サロン参加
者同士のつながりも強化されている。
→さらなる活動普及に向け、継続して実施する。

総合評価
3.50

H26

100%

○災害時避難行動要支援者支援システムの運用
→日頃の見守り活動や災害時の支援には、地域住民
や関係機関の連携が必要であり、情報を活用した取り
組みについて検討が必要。
→ふれあいネットワーク登録者の災害時避難行動要
支援者制度への登録を進める。

〇地域の見守り体制は、生活支援体制整備事業等に
おいて引き続き構築していくこととし、ふれあいネット
ワーク事業における活動費の補助は平成31年度を
もって終了する予定。
→住民同士の見守り活動は今後も必要性が高い。福
推協による見守り活動のあり方を検討し、ニーズに即
した活動を実施する。

○今後の対策のとお
り実施していただきた
い。

100%

達成度平均値

達成度平均値推移

○今後の対策のとお
り実施していただきた
い。

H26

100%

3333

4

3 3

4 4 4

3

100% 100% 100%

33

平均値

H27 H28 H29

H27 H28 H29

100% 100% 100%



①福推協組織の活性化に向けた取り組み
【福推協会長連絡会★】
・各地区の福推協会長による連絡会を開催し、推進事業についての情報共有や意見交換、事業
計画などについて協議する。
・開催実績：3回
・開催日：平成30年6月6日（水）、平成30年11月7日（水）、平成31年3月22日（金）
　
【福推協構成員ブロック別研修会★】　年１回
・各地区の福推協構成員を対象に地域の福祉課題の解決に向けた福推協の役割について、認識
を深めるとともに、地域住民による支援活動のあり方について学んだ。
　○開催実績：5会場　参加者合計：615人
　○開催日、内容等
　　平成30年7月12日（木）広田地区公民館　　参加者：100人
　　平成30年7月26日（木）労働福祉センター　参加者：150人
　　平成30年8月　3日（金）山澄地区公民館　　参加者：162人
　　平成31年1月30日（水）相浦地区公民館　　参加者：162人
　　平成31年1月30日（水）吉井地区公民館　　参加者：41人

【福祉ニーズを把握するための取り組みとふくし教育の推進】
・福推協を基盤とした地域支え合い推進会議を生活支援コーディネーターと連携して開催し、福祉
ニーズの把握に努めた。
　8地区（中里皆瀬・北・吉井・世知原・小佐々・江迎・鹿町・宇久）
・その他の法人等が受託している13地区（針尾・江上・日宇・崎辺・南・山澄・中部・西・愛宕・九十
九・清水・大野・柚木）についても、情報の共有やスタッフとして連携を図りながら協働で取り組ん
だ。
・ふくし教育の推進に向けて、平成30年度に1年目を迎えた15地区では、福推協構成員を対象とし
た研修会と対象地区の福祉ニーズに沿ったプログラムを実施した。平成29年度から取組んでいる
15地区においても、地域福祉への関心を高めるための住民向けプログラムを福推協や自治会等
と連携を図りながら実施し、人材育成に努めた。
　
②地区担当職員による福推協支援
各地区担当職員が福推協の定例会等に参加し、事業提案、行事支援（ふれあいネットワーク、食
事サービス、いきいきサロン等をはじめとする各種実践活動の推進）を行った。

③福推協の運営及び活動に要する経費の助成
・33地区の福推協の活動支援の一環として助成
・社協会費還元金（地区の30％）、共同募金配分金（地区の5％）
・実績：5,007,900円
（市補助金2,413,000円、社協会費還元金1,518,400円、共同募金配分金1,076,500円）

○福推協会長連絡会をはじめ、ブロック別研修会など
福推協の活性化に関する事業を計画的に実施するこ
とができた。

〇会長連絡会で、地区自治協議会と福推協との再編・
合流について、考え方と方向性を示すことができた。
→今後、第3期地域福祉計画・地域福祉活動計画に基
づき、各地区福推協の実情と意見等を踏まえながら作
業を進める。

○地域の居場所として推進しているいきいきサロンに
ついては、研修会等を通じての啓発や職員による開設
の働きかけ、及び福祉関係機関等との連携により、各
地区において開設が大幅に増えた。
→引き続き、各町内に広がるよう、福祉関係機関等と
も連携を図り開設を推進する。
※H30年度実績（新規：57ヵ所、全体：220ヵ所）

○福祉ニーズを把握するための取り組みとして、各地
区（社協受託カ所8地区、他法人受託地区13地区）の
生活支援コーディネーターと連携を図りながら、支え合
い推進会議等を通じて取り組むことができた。
→今後も、福祉ニーズの把握と解決に向けて連携を図
りながら取組む。

○福推協が中心となり、地域住民や福推協構成員を
対象としたふくし教育に関する学習会やプログラムの
実践が推進された。
→平成31年度に2年目となる15地区では、地域住民向
けのプログラムを実践する。ふくし教育に取組んで3年
目以上となる地区においても、福推協を中心に地区担
当職員と連携を図り、継続してふくし教育の推進に取
組む。

607人
/1,287人

（47%）

615人
/1,287人

（48%）

3回 3回

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

3
1回 －１、２

地区福祉推進協議会活
動支援事業

74 社協

福推協と民
生委員を中
心として、各
地域の福祉
課題を地域
自らが解決
に取り組む
福祉活動の
体制を確立
する。
地区ごとに
策定した活
動計画を福
推協が実践
するに当た
り、市や社
協が支援を
行う。

【参考】
福推協会長連絡会の実
施回数

1回 3回 2回

【参考】
先進地視察研修会の実
施回数

1回 1回 －

【参考】
ブロック別研修会への参
加率
（参加者/総構成員）

618人
/1,287人

（48%）

596人
/1,287人

（46%）

617人
/1,287人

（48%）

　③地域の主体的活動を実践する取組み（地域福祉活動）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H27 H28 H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメント

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

H27 H28 H29H26

3

評価点の推移

2 2 2



■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

　③地域の主体的活動を実践する取組み（地域福祉活動）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H27 H28 H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメント
H27 H28 H29H26

評価点の推移

※指標に関係がある取組みには★を付けています。

①「黒島ハッピー隊」の活動支援
・訪問介護員養成研修修了者によって結成された「黒島ハッピー隊」の活動である「黒島ハッピー
カフェ」（地域共生サロン）の開催を支援した。また、今年度から島内高齢者に対する食事（配食）
サービスの活動が新たに始まりその支援を行った。
　（開催日）
　　平成30年6月3日（日）　参加者61人、平成30年8月12日（日）　参加者295人
     平成30年12月24日（月）　参加者76人
　　平成30年11月10日（日）　46食提供、平成31年1月20日（日）　　41食提供
　　平成31年3月10日（日）　　50食提供
　　※その他、定例会を8回開催

・「黒島ハッピー隊」研修会
　上五島町への視察研修を実施
　開催日：平成31年3月15日（金）～16日（土）
　参加者：5人（ﾊｯﾋﾟｰ隊4人、本会職員1人参加）
　内容：①運動・認知機能を中心としたサロン活動の視察
　　　　　②サロンにおける介護予防活動と評価方法
　　　　　③サロンに参加できない方へのアプローチと介護予防活動について　など
　平成30年10月13日（土）　認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座に参加

・「黒島ハッピー隊」定例会
　ハッピーカフェ他、各事業について打合せなど　　開催実績：8回

②黒島地区保健・医療・福祉連携会議の開催
・島内で独自に介護予防活動を進めるため、保健･医療･福祉関係者によって構成する会議を開催
構成ﾒﾝﾊﾞｰ：医師、看護師、保健師、介護職員、民生委員、町内会長、ﾊｯﾋﾟｰ隊、支所職員

（実績）
第9回会議-期日：平成30年6月22日（金）　　参加者：13人
内容：平成29年度事業報告、平成30年度事業計画、黒島地区地域通貨モデル事業について
第10回会議-期日：平成31年3月6日（水）　　参加者：13人
内容：平成30年度事業中間報告、平成31年度事業計画、東堂平地域通貨モデル事業について

③くろしま健康づくりと介護予防推進プロジェクトの設置（会議実施）
・「くろしま健康づくりと介護予防の島推進計画」を推進するために島内の所要なメンバーによるプ
ロジェクトチームを設置

（実績）
第5回会議－期日：平成30年9月7日（金）　　参加者：14人
内容：平成29年度事業報告、平成30年度事業計画、東堂平町内地域通貨モデル事業について
第6回会議-期日：平成31年2月28日（木）　　参加者：14人
内容：平成30年度事業中間報告、平成31年度事業計画、東堂平地域通貨モデル事業について

④公開講座の実施
・認知症サポーター養成講座
　　開催日：平成30年10月13日（土）　　参加者：18人
　　講師：認知症キャラバンメイト、グループおれんじ
・介護予防及びふくし教育学習会①　※同日2講座実施
　　開催日：平成30年11月8日（木）　　参加者：30人
　　講師：地域包括支援センター、社会福祉協議会職員
・ふくし教育学習会②
　　開催日：平成31年3月3日（日）　　参加者：70人
　　講師：視覚障害者協会　大津　かほる氏
　
⑤ＮＰＯ法人フリースペースふきのとう」の活動支援（ｿｰｼｬﾙﾌｧｰﾑ）
・ひきこもりや不登校の子供たちの社会参加や社会貢献活動・ひきこもりの若者やその家族を支
援するＮＰＯ法人ふきのとうの活動の一つである黒島地区の荒廃農地での農作物作り、その販売
を支援
　実績：4回（延べ32人参加）
　内容：玉葱、キャベツ等の収穫、つくね芋大根などの植え付け　など
・オーナー制度に関する先進地視察を実施
　福岡県朝倉市を訪問し、事業内容について説明を受けた。（平成30年9月27日（木））
・戸尾商店街にオープンした「みんなのマルシェ　星の風」の活動支援
・新たな取り組み（離島留学構想）についての打合せ

⑥その他の取組み
・在宅リハビリ推進員リフレクション会議　　期日：平成30年10月27日（土）　参加者：16人
・地域支え合いマップづくりの実施　　　　　　期日：平成30年9月28日（金）　　参加者：5人
・おじいちゃん･おばあちゃんの豆知識教室　期日：平成30年10月30日（火）　参加者：10人
・地域通貨（ハッピー通貨）のモデル指定地区での実施　　活動実績：3件

達成度平均値

93%

93%

12回 12回 12回

達成度平均値推移

4444

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。
本モデル事業の効果
及び市内の他の地
域への展開等に関し
て検証に取組んでい
ただきたい。

H26

達成度 100% 100% 100% 100% 100%

83% 75%

目標値 3回 3回 4回 4回 4回

実績値 3回 4回 4回 4回 6回

9回 8回 8回

2回 2回 2回

3回 3回 2回

100% 100% 100%

100% 100%

連携会議の
開催
（4回/年）

実践

①農作物の
生産と加工
②販売

67% 67%

3.50

平均値

4

H27 H28 H29

97% 95% 93%

３
地域活性化モデル事業

82 社協

地域課題を
抽出・解決
するための
実践組織
「黒島ハッ
ピー隊」の
活動を支援
する。
「黒島ハッ
ピーカフェ」
の設置・運
営を支援
し、島民の
福祉ニーズ
を把握する
機会にす
る。
「ソーシャル
ファーム」の
構築によ
り、耕作放
棄地の整
備、鳥獣被
害の減少、
高齢者の働
く場所の確
保に努め
る。
島内で独自
に介護予防
活動を進
め、島内で
利用できる
介護サービ
スの充実を
図る。
各種公開講
座を開催
し、島民の
福祉課題の
解決力を高
める。

以上のよう
な、黒島地
区をモデル
にした住民
主体の自立
性の高い福
祉活動環境
作りを行う。

黒島ハッピー
隊
研修会実施回
数

目標値 1回 1回

実績値 1回 1回

達成度 100% 100%

黒島ハッピー
隊
定例会実施回
数

目標値 6回 6回

実績値 4回 5回

達成度

黒島ハッピー
カフェ
開催支援回数

67%

達成度 100% 100%

保健・医療・
福祉連携会
議の発足及
び開催
（3回/年）

実態調査の
項目の検討

2回
計画策定

4回
計画策定済

4回
実践活動開始

4回
実践活動開始

達成度 100% 100% 100%

連携会議の
開催
（2回/年）

実態調査

連携会議の
開催
（4回/年）

調査結果に
基づく取組
内容の企画
立案

連携会議の
開催
（4回/年）

実践活動開
始

3回
調査実施

実績値

2回 2回 3回 3回 4回

実績値 2回 2回 3回 3回 4回

介護予防の取
組み

年次計画

○「くろしま健康づくりと介護予防の島推進計画」に基
づく各実践活動を、「くろしま健康づくりと介護予防推進
プロジェクト」を中心に推進することができた。
→連携会議において進捗状況の報告や評価を行い、
引き続き、住民による主体的な実践活動につなげる。

○地域福祉活動におけるバウチャー等の活用につい
て平成29年度に実施した「地域通貨と相互扶助に関す
る調査」の結果をふまえ、東堂平町内でモデル事業を
実施した。
→連携会議とプロジェクト会議で実施結果を検証し、他
の町内での展開について検討する。

○在宅リハビリ推進員を対象に専門家によるリフレク
ション会議（ワークショップなど）と先進地視察研修を実
施した。
→在宅復帰した高齢者への支援やサロン、デイサービ
ス利用者等に対する実践活動への展望を共有するこ
とができた。
→島内での具体的な実践活動を推進する。

〇公開講座では、ふくし教育の視点も取り入れ実施。
子供から大人まで幅広い世代が参加し、支え合う地域
づくりについて学習することができた。
→引き続き、学校と地域を基盤としたふくし教育の実践
を推進する。

○ソーシャルファームの活動について、オーナー制度
に関する先進地視察を実施し、今後の事業展開につ
いて研究することができた。
→島外の住民が現地を訪れて行う交流・体験活動の
充実を図り、地域の活性化につなげる。

総合評価 Ａ

100% 100% 100%

ソーシャル・
ファームの構
築

年次計画

①農作物の
生産と加工
の開始
②販路の開
拓

①農作物の
生産と加工
②販売

①農作物の
生産と加工
②販売

①農作物の
生産と加工
②販売

①農作物の
生産と加工
②販売

実績

①農作物の
生産（収穫）
実施
②大型店舗
等の販路の
調整実施

①農作物の
生産と加工
②販売

①農作物の
生産と加工
②販売

①農作物の
生産と加工
②販売

公開講座実施
回数

目標値



評価点の推移

H26

3

2

3

2

3

H27 H28

　④その他の取組み（基盤整備、災害時における取組み、福祉教育）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26

9,591名 11,787名

●くらしに役立つ「福祉情報ガイド」の運用
アクセス件数
　平成30年度：12,654件（平成29年度10,594件）

①情報の掲載・更新
・フォーマルサービス　（掲載実績：191件）
高齢者分野、障がい者（児）分野、子ども分野、経済的支援の相談窓口、介護保険制度、総合
支援サービス、生活保護、貸付制度等の紹介について掲載（平成30年7月に情報更新調査依
頼。11月に更新）

・インフォーマルサービス（掲載実績：143件）
NPO、市民活動団体等の情報（団体の種類、団体名、活動目的、活動内容等）を掲載（平成30
年3月に情報更新調査依頼。5月に更新）

②広報・周知活動
・サロン等に参加したい際にホームページの周知活動を行った。
・社協だより第105号（10月発行）に掲載した。
・関係機関、情報掲載団体等へのPRチラシの配布

③新規情報の把握と掲載
・フォーマルサービス　新規　7件

評価点

１
施設基盤整
備

地域福祉の
一環として
の福祉活動
拠点施設の
整備

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

― ―

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメント

―

地域福祉を
総合的に推
進するため
の拠点施設
の整備

86 社協

地域福祉を
総合的に推
進するため
の、市民の
誰もが利用
しやすい地
域福祉活動
の拠点の整
備を行う。

●社協内部で建て替えに関する協議を随時行った。

― ―

85 市

福祉系団体
の活動支援
や、人材育
成・福祉教
育を推進す
るための福
祉活動拠点
の整備を行
う。

●社会福祉活動の拠点である福祉活動プラザを設置運営し、「福祉系団体の活動支援」「福祉
対象者を支える人材育成」「市民の意識醸成・福祉教育」を実施する。
・障がい者の社会参加講座　　　　　　　開催回数…   6回 　参加者数…167人
・高齢者、障がい者疑似体験教室　　  開催回数… 17回　 参加者数…591人
・障がい者サポーター講習会　　　　　　開催回数…   5回　 参加者数…68人
・認知症サポーター養成講座　　　　　  開催回数… 87回　 参加者数…2,270人
・障がい者地区別研修会　　　　　　　　 開催場所… 相浦地区公民館　入場者数…50人
・講演会（トーク＆手話ライブ）　　　　　開催場所… アルカスSASEBO　参加者数…121人
・プラザだよりの発行　　発行回数…年6回
・プラザ入居団体PR用チラシの作成

【参考】
会議室等利用人数 8,281名 9,674名

H27 H28

12,062名

○福祉活動プラザの設置目的の大きな柱は「福祉系
団体の活動支援」、「人材育成」、「市民の意識醸成」
○開設から5年が経過し、講座等のノウハウも蓄積され
てきたが、開催事業の参加者数は前年より減少した。
会議室等の利用は年々増加してきており、福祉活動の
拠点施設として認知度は向上している。
→開催事業の内容や周知について、より効果的な実
施手法を検討していく。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

災害時要援
護者・平常
時要支援者
の一元的
データ管理

88 市

平常時の見
守りや災害
時の避難支
援が円滑に
進められる
ように、要支
援者情報の
データベー
ス化を行う。

●災害時避難行動要支援者支援システムの運用

システム導入 実績値 制度設計

制度設計
システム導
入決定
関係者合意

インターネット
を活用した情
報提供

年次計画

社会福祉協
議会のホー
ムページに
掲載

情報の更新

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

システム導
入
運用開始

運用

成果評価策
定委託仕様
書作成

運用

年次計画

○座談会の意見、調査結果を反映した第3期計画を策
定することができた。

○多分野の専門職や民生委員・児童委員等が集まり、
同じテーマについて話し合うことで、今後の活動に向け
て連携するきっかけづくりとなった。
→つながる場として参加者からも好評を得た。専門職
と地域の活動者の顔の見える関係性を構築するため、
今後も継続して実施する。

3

3

3

3

〇社協、市による協議を随時実施している。
→必要に応じて引き続き実施し、可能な範囲で早期の
実現を目指す。

○災害時避難行動要支援者支援システムの運用
→日頃の見守り活動や災害時の支援には、地域住民
や関係機関の連携が必要であり、情報を活用した取り
組みについて検討が必要。
→ふれあいネットワーク登録者の災害時避難行動要支
援者制度への登録を進める。

―

成果評価策
定業務委
託、
成果測定

ニーズ抽
出、
ニーズ充足
手法検討

次期計画策
定

２
情報基盤整
備

情報の更新 情報の更新 情報の更新 〇関係機関への周知を強化したことがアクセス件数の
増加につながったと考えられる。
→関係機関のホームページ等とリンクを張るなど、より
多くの市民の方に閲覧してもらうよう工夫する。また、
閲覧者から問い合わせができる仕組みをつくり、市民
のニーズに対応した情報提供に努める。

〇いきいきサロンをはじめとした地域活動の情報は、
より新しい内容の掲載が求められている。
→いきいきサロンや登録ボランティアグループなど、本
会が把握し掲載できる情報は随時更新し、タイムリー
な情報の掲載に努める。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

3

実績値

システム構
築、ホーム
ページへの
掲載を実施

情報開示
情報の更新

情報の更
新、新規情
報の掲載

情報の更
新、新規情
報の掲載

情報の更
新、新規情
報の掲載

社会資源情
報の収集整
備

87 社協

89 －
市

社協

実質的成果
の測定方法
の開発、測
定結果によ
る課題抽
出・再検討、
次期計画の
構成や活動
内容に活か
していく。

①専門職を対象とした座談会の実施
 　医療及び福祉関係事業に従事する方などを対象に、「佐世保市が『さらに住みやすい地域』
になるために」をテーマに座談会を行った。“相談体制・連携”“福祉サービス”“地域力”をキー
ワードにワールドカフェの手法を用いた話し合いを実施し、制度やサービスでは対応できない
ニーズや課題についての現状を把握した。話し合った内容や意見をもとに、第3期計画の施策
を検討した。
・参加者：社会福祉士、精神保健福祉士、介護支援専門員、保育士、セラピスト、
　　　　　民生委員・児童委員、ＰＴＡ関係者
・開催実績：平成30年7月22日（日）　すこやかプラザ　　参加者：38人
　　 　　　　　平成30年7月29日（日）　江迎地区文化会館　　参加者：24人
　　　　　　 　平成30年8月5日（日）　　広田地区公民館　　参加者：22人

②地域福祉の推進に関する研究事業
　 平成29年度に実施した「佐世保市の地域福祉の推進に関する調査結果」による、地域福祉
の推進状況の実態をふまえ、今後必要とされる事業やその展開について検討し、第3期計画の
取組みにつなげた。
（内容） ・平成29年度の調査を委託した長崎国際大学に、調査結果をふまえた今後の取組み
　　　　　　について専門的な立場からの助言を得た。
　　　　　・第3期計画の策定における「佐世保市の地域福祉を取り巻く現状と課題」を整理する
　　　　　　際に、アンケート結果を活用し、特徴をまとめた。
　　　　　→計画推進委員会（部会含む）における第3期計画の策定検討につなげた。

評価手法の検
討と評価

計画推進の
成果の評価
等

本市の保
健・福祉の
社会資源情
報を一元的
に集約し、イ
ンターネット
で誰もが閲
覧できる環
境を整備す
る。

H29

3 3 3

2 3 3

3 3 3

2 3 3

3 4 3

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）



評価点の推移

H26 H27 H28

　④その他の取組み（基盤整備、災害時における取組み、福祉教育）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメントH27 H28
H29

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

達成度平均値

100%

○引き続き、ボラン
ティア活動の促進に
つながる研修・講座
の実施に取り組んで
いただきたい。

100% 100% 100%

〇情報紙「くれよん」に掲載した、登録ボランティアグ
ループの特集や、ボランティア入門講座等の講座・研
修のお知らせを見ての問い合わせが増加
→ボランティアに関するきっかけづくりとして効果的な
手段となっている。
→さらに効果が上がるように、紙面の充実や配布先の
開拓に努める。

〇ボランティアの募集や研修会の開催など、ボランティ
アに関する情報をタイムリーに届けられるようにホーム
ページのリニューアルを実施した。
→より多くの方に閲覧してもらうため、掲載している内
容について広く周知し、特に、夏休み期間中の高校生
等からの活動希望問い合わせに活用できるよう、学校
等へのPRを強化する。

〇ボランティアコーディネートシステムを構築すること
ができた。
→平成31年度から本格運用し、効率的なマッチングへ
つなげるとともに、未活動のボランティアにもはたらき
かけ、積極的に活動につなげる。

※登録個人ボランティアが減少した主な理由は、コー
ディネートシステム導入に向け、すべての登録個人ボ
ランティアに登録更新の意思確認を行ったため。

65%

138件

100%

213件

20人
（324人）

49人
（287人）

20人
（304人）

50人
（308人）

3

H26

93%

〇各団体の活動を広く市民等へPRするための広報に
ついて、具体的な実践事例や演習を交え学ぶことがで
きた。
→広報の技術を習得するだけでなく、各団体の活動目
的やこれからの活動内容について検討する機会にも
なった。

〇実践講座は、介助方法に関する基礎的なことと介護
予防に関する知識を習得できる内容と好評を得た。
→増加傾向にある、高齢者や障がい者の付き添い等
のボランティア活動依頼に対応できる活動者の養成が
できた。

〇ボランティア研修費補助を申請する団体が増加して
いる。
→研修費補助事業の周知が浸透した結果と言え、団
体のスキルアップのための研修会の参加を促す一助と
なっている。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

達成度平均値

91%

〇活動依頼件数をはじめ、活動に関する問い合わせ
（950件→1,218件）など全体的に相談件数が増加した。
→従来から依頼を受けている施設等から継続して要請
がある他、徐々にボランティアセンターの存在が認識さ
れ、新たな依頼や問い合わせにつながっている。
→関係機関等への訪問やホームページの情報更新に
よって、タイムリーな情報を提供する。

○ボランティア活動依頼に対する活動者のマッチング
は、昨年度同様に高い割合で対応ができている。
→引き続き、同様の対応が維持できるよう新規個人ボ
ランティアの養成に努め、また、ボランティアコーディ
ネートシステムを活用した効率的なマッチング及びニー
ズの分析を行う。

達成度平均値推移

達成度平均値推移

1

H26

33%

3

・登録個人ボランティア数（308人→287人）
→新規登録58人、登録抹消79人、合計21人の減少
→抹消理由：仕事や介護などによる多忙、転居、高齢により活動の体力がなくなった等
・ボランティアセンターのPR、及びタイムリーなボランティア募集情報を掲載するため、社協ホー
ムページ内のボランティアに関するページをリニューアルし、情報紙くれよん、社協だより、ホー
ムページにて周知した。

②ボランティア情報紙「くれよん」の定期発行
・Ａ3サイズ両面　4,250部（活動情報、グループ紹介、特集記事等を掲載）
・2カ月に1回（偶数月）、年6回発行
・市役所支所・公民館、登録ボランティアグループ・個人、食事サービスグループ、福祉施設、市
内各種学校、市民団体、ストアーなどへ配付及び設置
・その他、研修会や講演会等において参加者に配付

③新規活動メニューの開発　（1メニュー）
・高齢者や障がい者の支援に対応できる基礎的な介助技術を身につけたボランティアを養成し
た。

④その他の取組み
・ボランティアコーディネートシステムの構築・運用
　　ボランティア活動希望者と支援が必要な人などのマッチングをはじめ、ボランティアに
  関する社会資源を効果的に管理・活用していくため、システムを構築して導入した。
　（本格運用はH31年度～）

実績値
ボランティア
マッチング率
（活動提供件
数/活動依頼
件数）

100% 100% 100%

100% 100%

1回

実績値 0回

100%

1回

2回

33人
（255人）

20人
（264人）

2回

達成度 0% 100%

100%

1回

100%

目標値

1回

1回

1回

100%

20人
（284人）

123件

1回

100% 100%

1回 1回 1回

100% 100% 100%

1回

1回 2回

3ボランティア講
座実施回数
（個人対象）

ボランティア入
門講座実施回
数

1回 1回 1回

1回 1回

75% 80% 85% 85%

96%

1メニュー
（5メニュー）

１メニュー
（3メニュー）

１メニュー
（4メニュー）

1メニュー
（5メニュー）

100% 100%

98%
(121件/124件）

91%
(72件/79件）

67%
(48件/72件）

100% 100% 100%

97％
（134件／138件）

97%
(９６件/９９件）

79件 99件 124件

77% 64%

1メニュー
（3メニュー）

1メニュー
（2メニュー）

1メニュー
（2メニュー）

68%

３
人材基盤整
備

153件 183件

100%

1回

2回 2回 2回

100% 100%

100%

65%

1メニュー
（4メニュー）

ボランティア
センター運
営

58人
（287人）

2回

100%

3

2回

93件

実績値 72件

新規活動メ
ニュー開発数

　〔実績の推移〕 実績値
（累計）

1メニュー
（1メニュー）

達成度

目標値
（累計）

1メニュー
（1メニュー）

目標値
（累計）

達成度

目標値 70%

登録個人ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数★

項　　目

124件

達成度

実績値
（累計）

35人
（242人）

20人
（244人）

308人

活動依頼件数★

①ボランティアセンター運営
　開館及び時間・・・火曜日～土曜日10：00～18：45、日曜日10：00～17：00
　職員体制・・・所長1名、コーディネーター1名、事務補助1名
【取り組み内容】
・ボランティア・ＮＰＯ活動に関する相談・紹介
・ボランティア・ＮＰＯ活動に関する活動支援
・ボランティア活動者・団体の養成、資質向上
・ボランティア・ＮＰＯ活動の啓発及び情報提供
・ボランティア・ＮＰＯ活動についての調査、研究及び情報収集
・ボランティア活動の支援（研修費等の補助、会場や機器の貸出しなど）
・ボランティア活動保険の加入手続きなど
※ボランティア活動支援事業の中でも一体的に実施

新規活動依頼
件数

目標値

達成度

51
（3,279人）

ボランティア
活動支援

92 社協

既存市民活
動団体等へ
の研修会や
新たな活動
者発掘のた
めの入門講
座を実施
し、ボラン
ティア活動
の促進と新
たな活動者
の発掘を行
う。

①団体・リーダー向け研修★（市コミュニティ・協働推進課と共催）〔年1回〕
開催日：平成31年2月9日（土）
参加対象：登録ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ、NPO、プラザ登録団体等　　　参加者：28人
テーマ：新聞社が教える上手な広報のやり方講座
内 容：自分達の団体活動や事業内容をうまく周知するための広報の手段や活用方法、
　　　　みだしの作り方についてポイントを押さえ、学ぶための研修会を実施
講師：長崎新聞社　NIE・読者ふれあい室長　小林　寿人氏

②ボランティア実践講座（個人対象編）★〔年1回〕
開催日：平成30年11月10日（土）
場所：させぼ市民活動交流プラザ
参加者：16人
内容：ボランティア活動に役立つ介助のコツと介護予防知識
講師：佐世保市社協　介護事業所職員

③ボランティア活動入門講座★〔年2回〕
・ボランティアに関する基礎知識やボランティア活動の紹介を通じて、ボランティア活動への参
加意欲を高め、活動につなげることを目的に開催
【第1回】開催日：平成30年6月16日（土）　　　場所：早岐地区公民館　　　参加者：13名
【第2回】開催日：平成30年10月14日（日）　　場所：させぼ市民活動交流プラザ　　参加者：15名

④ボランティアグループへの研修費補助
・登録1年以上のボランティアグループが実施する自主研修会の経費及び、県内外で開催され
る研修会参加費の一部を補助する。（上限：1グループ　年間70,000円）
　申請団体：13グループ　　補助金額：622,000円

団体・リーダー
向けボラン
ティア研修会
実施回数

目標値 1回

実績値

達成度 0%

目標値 1回

達成度 100%

0回

実績値

90 社協

ボランティア
の支援を必
要としてい
る方への情
報不足を解
消するた
め、活動情
報の発信と
ニーズの把
握、活動メ
ニューの整
備を行い、
これに対応
するボラン
ティア登録
者のマッチ
ングを行う。

登録ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ
 （人数）

99件

個人ボラン
ティア新規登
録者数

2 3

H28 H29H27

91% 91% 92%

3 3 3

H27 H28 H29

H29

50
(3,053人）

287人

138件

Ｈ30H26

72件

242人

54
（1,711人）

H27

55
（1,806人）

255人

79件

H28

55
（3,416人）

287人



評価点の推移

H26 H27 H28

　④その他の取組み（基盤整備、災害時における取組み、福祉教育）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメントH27 H28
H29

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

達成度平均値

91%

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

3

3 3 3

H29

100% 100% 100%

H27

42施設

○効果的な見守り活動が実施されるよう、同意を得ら
れた災害時避難行動要支援者の情報を担当地区の民
生委員・児童委員に提供した。

○民生委員、警察、消防への名簿提供については１０
０％達成
　
○各町内会へは、各地区ごとに名簿受領への説明と
受領を要請。（受領数約５０％）
→日頃の見守り活動や災害時の支援には、地域住民
や関係機関の連携が必要であり、情報を活用した取り
組みについて検討が必要。
→平成３１年度は、地区自治協議会の会合開催時をと
らえ、現名簿の更新分の差し替えと受領要請・説明を
行い、受領数を増やす。（目標１０％増）
　
○同意者数を増やす取組みを行った。（返送率平成３
１年４月末約５０％）
→民生委員の活動時の声掛け、町内会への声掛け要
請等を行う。

○災害時避難行動
要支援者に対する
「見守り」が実効性の
ある仕組みとなるよ
う、関係機関と連携し
事業を推進していた
だきたい。

2

3

○求人側が求める人材の情報把握のため、福祉施設
や事業所等への訪問に力を入れると共に、求職者へ
の電話や相談を通して積極的に斡旋を行ったが、各種
イベントの参加数、就職者数とも前年度の実績を下
回った。
→若い人をはじめとする福祉職離れは、全国的な課題
→福祉系の専門学校や高校・大学等に限らず、各学校
に出向いて福祉職の魅力等を説明し、面談会等の参
加者の増加につなげる。
→面談会等の回数を増やし、また、今まで未実施地区
での実施等によって登録者の増加と就職者数の増加
につなげる。
→就職後も訪問や電話での状況確認等のフォローアッ
プを積極的に行い、早期離職者の防止に努める。

○新たな試みとして、就職及び転職希望者等を対象と
した合同面談会（夜間帯）を開催したが、参加者は少な
かった。
→一部の参加者からは「このような時間帯だと参加し
やすい」との声も聞かれた。
→より多くの就職希望者のニーズに対応できる実施方
法を検討する。（新たな取り組みとしてイオン大塔店で
の出張相談及び人材バンクＰＲ活動を実施予定）

※就職セミナーについては、委託元である長崎県社協
が平成29年度をもって事業を終了することしたため未
実施。

達成度平均値推移

3

H26

100%

42施設42施設 42施設

【参考】
受入可能人数 319人 319人

【参考】
登録者数
（H29.10月1日現在）

2,678名 2,618名

182人

108人
（328人）

達成度 100% 100% 100%

121人
（220人）

3回

実績値
（累計）

99人
（99人）

100人
（393人）

2回 2回

100人
（493人）

98人
（193人）

101人
（429人）

達成度 100%

2回

1回

H29

344件

199人

101人

　〔実績の推移〕

項  目 H26 H27 H28

求人件数 379件 387件

３
人材基盤整
備

福祉人材バ
ンク

93 社協

合同面談会
や福祉職場
への就職セ
ミナーの開
催により、
福祉・介護
サービス分
野における
人材を安定
的に確保す
る。

①福祉人材センター運営事業（福祉人材バンク）
【福祉人材無料職業紹介】
・求職者に対する就職あっせん及び相談、ニーズの把握

新規就職者数

目標値
（累計）

95人
（95人）

100%

1回

100人
（293人）

Ｈ30

2回

災害時避難
行動要支援
者避難支援
計画

95 市

災害時の要
支援者の避
難に関する
個人ごとの
支援計画の
作成や、平
常時の見守
りの推進を
行い、災害
時における
対応が万全
となるよう体
制を整備す
る。

●避難行動要支援者名簿対象者への同意書送付→返信→名簿作成
●名簿の民生委員への説明と配布
●名簿の説明と受領要請（町内会）
●警察・消防への名簿提供

福祉避難所 95 市

福祉避難所
を必要数確
保し、その
所在や避難
方法につい
て周知を行
う。

●柚木地区防災訓練
・開催日：平成30年6月3日（日）
・場所：柚木地区自治協議会管内地域一帯（主会場：柚木地区公民館）
・主催：柚木地区自治協議会、佐世保市
・内容：福祉避難所への避難者受け入れ訓練を実施
●三川内地区防災訓練
・開催日：平成30年10月14日（日）
・場所：三川内地区自治協議会管内地域一帯（主会場：三川内地区公民館）
・主催：三川内地区自治協議会、佐世保市
・内容：福祉避難所への避難者受け入れ訓練を実施

-

1回

100%

4回

1回

2回

100%

1回

42施設

319人

312,180名 12,530人 11,098人

3
100%

319人 319人

73人
（502人）

73%

1回 1回

1回 -

2回

○対象者に対する周
知方法を検討してい
ただきたい。また、避
難所での対象者への
配慮をどうしていくか
検討していただきた
い。

○各地区の防災訓練に参加し、福祉避難所開設訓練
を実施。発災時における担当および保健師の手順確
認と認識の一元化ができた。また、訓練参加者へ福祉
避難所の周知ができた。
→福祉避難所の所在や避難方法の周知については、
各地区の防災訓練に引き続き参加することで、地区住
民に広めていく。

【参考】
登録施設数

４
災害時にお
ける取組み

目標値 1回

2回

達成度 100%

348件

求職者数 266件 215人 207人

就職セミナー
実施回数

就職者数 99人 121人 108人

【福祉・介護の職場ミニ面談会★】　年2回開催
・開催日：平成31年1月26日（土）　場所：早岐地区公民館　　参加者：7人
　参加事業所：8カ所
・開催日：平成30年11月7日（水）　場所：ハローワーク江迎　参加者：24人
　参加事業所：11カ所

【福祉・介護の就職合同面談会★】　年2回開催
・開催日：平成30年8月4日（土）　場所：アルカスＳＡＳＥＢＯ　参加者：41人
　参加事業所：28カ所
・開催日：平成31年2月22日（金）　場所：労働福祉センター　参加者：33人
　参加事業所：28カ所　　※夜間の時間帯に実施

【マッチング機能強化】
・対象：高校、県北地域の施設・事業所訪問　597カ所、江迎ハローワーク出張相談　24回
　
※上記の取り組みをはじめ、就職情報サイトやタウン誌等を活用しての広報・啓発およびハ
ローワーク等の他機関主催の就職セミナー・合同面談会へのブース出展を行った。

実績値

2回

2回

73人

ミニ面談会実
施回数

実績値 1回 1回 1回 2回 2回

達成度 100% 100% 100% 100% 100%

目標値

100%100% 100%

1回

1回

100%

1回

H28

2 3 3

3 3 3

380件

合同面談会実
施回数

目標値 1回

実績値



評価点の推移

H26 H27 H28

　④その他の取組み（基盤整備、災害時における取組み、福祉教育）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメントH27 H28
H29

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

達成度平均値

100%

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

2 2 3 3

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

3
1回

1回

○定期的な連絡会議の実施によって、参加団体同士
の顔の見える関係づくりが進んでいる。

〇避難所運営（HUG）訓練など災害時に備えた、新た
な取組みを実施することができた。
→引き続き連携した取組みを推進し、また、災害ボラン
ティアセンターの設置に関する実践的な訓練や取組み
を検討して計画的に展開する。

100%

3

3

達成度平均値推移

H26

100%

1回

1回

67%

目標値 1回 1回

災害ボラン
ティアセンター
設置・運営訓
練実施回数

講演会等実施
回数

目標値 1回

1回

1回

実績値 1回

災害ボラン
ティアネット
ワーク連絡
協議会

97 社協

災害時の円
滑な支援活
動のため、
平常時から
各種関係団
体の連携体
制を構築す
る。

●災害ボランティアネットワーク連絡協議会の運営
・関係機関が平常時から顔の見える関係を構築することを目的に設立された17の機関・団体に
よる協議会
【第1回連絡協議会】
開催日：平成30年6月26日（火）
場所：社会福祉協議会
参加団体：16団体
内容：　・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ連絡協議会委員の変更について
　　　　 ・代表並びに副代表の選出について
　　　　 ・平成29年度事業報告について
　　　　 ・佐世保市総合防災訓練について
          ・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ設置運営ﾏﾆｭｱﾙの追加・修正について

【第2回連絡協議会】　※避難所運営（HUG）訓練
開催日：平成30年10月18日（木）
場所：社会福祉協議会
参加団体：11団体22名
内容： ・講話「知っておこう…　災害が起きたら」
         ・演習「避難所運営（HUG）訓練」
　　　　    講師　日本防災士会長崎県支部
　　　　　　    　　支部長　旭　芳郎　氏

【第3回連絡協議会】
開催日：平成31年3月12日（火）
場所：社会福祉協議会
参加団体：14団体
内容： ・平成31年の事業計画（案）について
         ・今後の災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ連絡協議会について
         ・佐世保市社協と佐世保青年会議所との災害協定について
         ・地区防災計画について
         ・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ連絡協議会　委員改選について

災害ボラン
ティアセン
ター

●災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ設置運営訓練及び研修会の実施
【災害ボランティアセンター設置運営訓練】
佐世保市総合防災訓練において実施
開催日：平成30年9月7日（土）
場所：陸上自衛隊相浦駐屯地
参加者：39人
　（災害ボランティアネットワーク連絡協議会委員6人、災害ボランティア実践講座受講者9人、
　　登録個人ボランティアｱ等17人、社協7人）
内容：災害ボランティアセンターの開設、ボランティア活動希望者の受付、ニーズと活動者
　　　　のマッチング、送り出し等の実践演習

【災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ講演会（研修会）】
開催日：平成30年11月28日（水）
場所：相浦地区公民館　多目的ホール
テーマ：「災害に強いまちをつくるために」
内容：災害ボランティアセンターの役割や活動内容、活動する上での心構えなど
講　師：朝倉市社会福祉協議会福祉課課長　 居川　茂　氏
　　　　　朝倉市社会福祉協議会福祉課　　　 　矢野　奈緒美　氏
参加者：105人

●その他
①長崎県災害ボランティア連絡会への参画
　 連絡協議会が構成団体として参画し、情報の取得や県レベルでの団体とのつながりをつ
くる。また、連絡協議会代表が会議に出席し、情報共有及び参加団体との繋がりを構築し
ている。

②被災地支援
　 平成30年7月豪雨災害被災地におけるボランティア活動に関する情報収集や発信、ボラン
ティア活動保険の加入手続き等を実施。
　 広島県呉市（安浦サテライト）に職員2名を派遣し、災害ボランティアセンターの運営に協力
した。
　　・派遣先：広島県呉市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ
　　・期日： 〔第1クール〕  平成30年7月20日（金）～25日（水 ）　人数：1人
　　　　　    〔第10クール〕平成30年8月25日（土）～8月30日（木)　人数：1人

96 社協

災害ボラン
ティアセン
ター設置・
運営訓練や
災害ボラン
ティア養成
講座を通
じ、災害時
に速やかな
対応ができ
るよう体制
の確立や防
災意識の醸
成を図る。

3回

実績値 2回 3回

達成度 67% 100%

目標値

定期会議実施
回数

100%

3回

１回

1回

100% 100%

1回

1回

3回

2回 3回

100% 100%

3回

100% 100%

1回 1回

１回

1回

3回

○設置運営訓練は災害ボランティアネットワーク連絡
協議会委員、災害ボランティア実践講座修了者の参加
を得て適正に実施することができた。
→市総合防災訓練における設置運営訓練を継続して
実施するとともに、より実践的な訓練や取組みを検討
し、計画的に展開する。

○災害ボランティア講演会では、災害ボランティアセン
ターの役割や活動する上での心構えなど、講話・映像
を通して学ぶことができた。
→災害ボランティアセンターの役割や機能について、
広く地域住民にも周知することが必要
→地区自治協議体の単位で開催される避難訓練等と
連携した取組みを検討して実施し、地域住民の災害ボ
ランティアセンターへの関心を高める。

1回

1回

100% 100%

達成度 100% 100%

達成度

実績値

４
災害時にお
ける取組み

3回

3 3 3

H27 H28 H29

100% 100% 100%



評価点の推移

H26 H27 H28

　④その他の取組み（基盤整備、災害時における取組み、福祉教育）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメントH27 H28
H29

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

○今後の対策のとお
り実践していただき
たい。

達成度平均値

100%

3 3 3 3

33%

5回

H26

100%

3

〇社協による講座の中で、地域福祉の実情や実践活
動の紹介を行い、福祉意識の醸成につなげている。
→引き続き実施するとともに、福推協の活動と連携し
た住民向けの取組みを推進する。

達成度平均値推移

3

５
福祉教育

100%

75人

5回

5回

地域団体、
学校等に対
する地域福
祉の普及啓
発を行い、
主体的な福
祉活動への
参加を促進
する。

●地域福祉講演会（佐世保市内全域対象）
　会   場：アルカスＳＡＳＥＢＯ　４階中ホール
　テーマ：「ペコロスの母が残したもの」
  講   師：岡野　雄一　氏
　日   程：平成31年2月12日（火）
　参加者：310人（平成29年度：232人）

●地域福祉講演会（地区単位）

【東部地区の研修会・講演会】

地区

宮

三川内

針尾

出前講座

地域福祉講
演会

101 社協

地域福祉分
野中の重要
テーマにつ
いて講演会
を実施し、
地域福祉へ
の理解と関
心を高め
る。

101
市

社協

平成31年1月26日（土）
（全域）

1回
（地区）
2ヵ所

平成31年2月7日（木）

実績値講座実施回数

平成30年10月19日（火）

平成31年3月14日（木）

内　容 参加者

「地域をささえる自主防災組織の必要性」

「みんなで支えよう認知症」 講演会の実施
回数

320人 98人

●佐世保市まちづくり出前講座の実施
・実績なし

●社協による講座の実施（福推協との共催含む）
・実施回数：5回
・ボランティア入門講座（2回・28人）、話し相手ボランティア養成講座（1回・28人）、地域福祉研
修会（赤崎・大久保地区　各地区1回・計55人）の中で、地域福祉に関する講話を実施した。
≪内容≫
　　　・地域福祉の考え方、必要性について
　　　・福祉を取り巻く動向、統計について
　　　・地域の実践活動（サロン、食事サービス、ネットワークなど）の紹介
　　　・社会福祉協議会の事業紹介　　　　など

目標値 3回 4回

達成度 100%

達成度 100% 100%

45人

実績値

目標値

5回 4回

100%

100%100%

（全域）
1回

（地区）
1ヵ所

講座受講者数

（全域）
1回

（地区）
0ヵ所

128人 111人

5回

75人 75人

100%100%100%

（全域）
1回

（地区）
2ヵ所

（全域）
1回

（地区）
2ヵ所

（全域）
1回

（地区）
2ヵ所

目標値

（全域）
1回

（地区）
1ヵ所

（全域）
1回

（地区）
2ヵ所

100% 100%

5回

（全域）
1回

（地区）
2ヵ所

100%

5回

148人

○参加者の増えた一つの要因に、講演会のテーマに
合った団体に後援を依頼し、各団体を通じた広報・周
知を行ったことが考えられる。
→引き続き、広報手段を工夫するとともに、参加したい
と思えるテーマの設定と、講師の招へいに努める。

○地域福祉講演会（地区単位）の実施について
→地域を基盤としたふくし教育の推進によって、福祉推
進協議会が主催する住民向けの研修会等の実践が進
んだため、本会主催ではなく、それらの取組みを支援し
た。

60人

100% 100% 100%

3 3 3

H27 H28 H29

 平成31年3月8日（金）
100%

実績値「地域共生社会～孤立を生まない地域づくり～」

45人

82人

10人

「サロンで地域の輪づくり～認知症理解を通して～」

 「江迎地区ﾈｯﾄﾜｰｸ輪の集い～人と人の心をつなぐ場～」

「福祉でまちづくり」

41人

44人

17人

92人

60人

期　日

（全域）
1回

（地区）
2ヵ所

達成度

3
○今後の対策のとお
り実践していただき
たい。

【北部地区の研修会・講演会】

地区 期　日 内　容 参加者

小佐々

江迎

鹿町

平成31年3月27日（水）

平成30年12月1日（日）

吉井

世知原  平成31年2月23日（土）

「視覚障がい者・盲導犬との交流」

「豊かに生きていくために考えよう相手の気持ち」



評価点の推移

H26 H27 H28

　④その他の取組み（基盤整備、災害時における取組み、福祉教育）

取組項目 事業名 ページ 実施主体 事業の目的 平成30年度の主な活動内容 目標・指標 H26 評価点H29 H30 実施結果の分析と今後の対策 評価コメントH27 H28
H29

■第２期佐世保市地域福祉計画・佐世保市地域福祉活動計画　平成３０年度取組み評価一覧表　（案）

※指標に関係がある取組みには★を付けています。

Ｂ
平均値

3.13

〇ふくし教育の理解や事業企画のために福祉推進協
議会で協議を行い、構成員が共通認識を図ることがで
きた。
→ふくし教育についての理解は深まったが、福祉推進
協議会構成員の主体的な関わりには至っていない。
→今後は、ふくし教育に関する事業を定着させるため
の働きかけを行っていく。

〇地域人材育成（2年目実践）では、地域住民が地域
福祉に関心を持つきっかけづくりになったと考えられ
る。
→プログラムは各福祉推進協議会で協議のうえ決定し
実施された。ワークショップや演習などが導入され、主
体的に学ぶことができる内容であった。
→プログラムは継続的に行う必要があり、定期的に地
区の課題と照らし合わせ必要に応じて修正する。

〇ふくし教育学習会では、地域共生社会におけるふく
し教育の位置づけを学び、福祉推進協議会、ボラン
ティア団体、福祉施設などそれぞれが関心を高めるこ
とができた。
→事例発表を通じて、地区におけるふくし教育の実践
方法を具体的に学ぶことができた。
→ふくし教育の考えを広めるに適当なテーマを選定し
プログラムを設定する。

○ふくし教育推進委員会では、福祉推進協議会単位で
実施するプログラム、学校での実践プログラムについ
て助言をいただくことができている。
→新規プログラムの考案など、ふくし教育の推進を効
果的に行うために当委員会の適正な運営に努める。

〇学校におけるふくし教育の実践は、実践校の増加や
１校あたりの授業数の増加につながっている。
→学校からの相談に応じて、障がい者スポーツ交流や
盲導犬との交流を企画提案するなど、プログラムの工
夫につながっている。
→中学校での実践にもつなげることができるよう、プロ
グラム事例集の作成を通じて内容を検討する。

4

34

○中里下公民館管内では、生活支援サービスのボラ
ンティア活動を行う「なかしもお助け隊」が組織化され、
地域の活動として定着してきた。
→ボランティアによる会議（毎月1回）を実施され、情報
の共有、新規対象者への対応や活動内容などについ
て協議されている。
→活動が継続されるよう、引き続き支援する。

○ふくし教育に取組んで平成30年度に2年目を迎えた
地区では、地域住民を対象とした社会的包摂を考える
学習会を実施した。
→ごみ屋敷や高齢者の生きがいづくりをテーマにした
寸劇を通して、地域住民が当事者の気持ちに寄り添
い、お互いに支え合うことの必要性について考えること
ができた。
→平成31年度に2年目を迎える残り15地区においても
推進し、孤立を生まない地域づくりにつなげる。

○福推協によるふくし教育プログラムの実践を推進す
ることができた。
→地域を基盤としたふくし教育を推進する組織として、
各構成員にも徐々に浸透している。

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

５
福祉教育

地域におけ
る人材育成

階層別福祉
教育

102 社協

②地域人材育成（2年目実践・地域住民対象）
・共通プログラムは「社会的包摂を考える学習会」を15地区で実施した。参加者合計338人
・選択プログラムは地区の実情や課題に応じたプログラムを15地区の住民を対象に実施した。

【選択プログラム実績】

103 社協

各地域で研
修会等を開
催し、地域
福祉を推進
するための
人材を育成
する。

地域における人材育成の取組みを以下の事業の中で実施した。
①生活支援体制整備事業
　〇中里皆瀬地区での生活支援サービスを行うボランティアグループの支援、人材育成
　　・中里町下公民館管内にて活動する「なかしもお助け隊」の活動支援、新規利用者との
　　 マッチングなどを実施
　　・中里皆瀬地区全体を対象としたサロンを開設し、ボランティア発掘、町内サロン活性化
　　 につなげた。（実施回数3回）

②ふくし教育推進事業
　各地区の福祉推進協議会と連携し、地域を基盤としたふくし教育を推進するための基盤づく
り、人材育成に取り組んだ。
　○社会的包摂を考える学習会の開催
　　・社協職員が寸劇を行い、参加者には排除する人とされる人、またその中間に立つ人の
　　気持ちについて考え、話し合った。
　　　※福推協構成員向けに実施していたものを、地域住民向けに実施（15地区で実施）

　○ふくし教育実践指針をもとにした地域住民へのプログラム実施
　　・各地区の福推協で企画された地域住民向けのプログラムを実施（15地区で実施）

③ふくし教育学習会の開催
   地域共生社会の実現やふくし教育の進め方について、市民及び関係団体が共通認識を図る
ことを目的とした学習会を開催した。
　日　時：平成31年3月4日（月）　　　場所：佐世保市労働福祉センター会議室
　内　容：講話「地域共生社会とふくし教育」（日本福祉大学　教授　原田正樹氏）
　　　　　 事例紹介「九十九地区の実践について」　（九十九地区福推協会長・社協職員）
  参加者：186人（福祉推進協議会・福祉施設・ボランティア団体・学校・市民）

④ふくし教育推進委員会の運営
　地域を基盤としたふくし教育を推進することに伴い、進捗状況や事業展開についての助言を
行うことを目的として、16団体で構成するふくし教育推進委員会を開催した。
・第1回委員会　日時：平成30年7月31日（火）
　　　　　　　　　内容：29年度事業報告、30年度事業計画
・第2回委員会　日時：平成31年3月4日（月）
　　　　　　　　　 内容：30年度事業経過報告、プログラム事例集の作成

⑤学校におけるふくし教育の実践
　小・中学生を対象としたプログラムの提案や福祉団体等の講師調整を行うなど、小・中学校と
連携し「共に生きる力」を育むふくし教育を推進した。
　実践校：18校（小学校15校、中学校3校）
　内容：バリアフリーまち歩き、障がい者スポーツ交流、盲導犬との交流、疑似体験など

人間の価値
や尊厳を見
出す福祉教
育プログラ
ムを開発
し、それに
基づいた階
層別福祉教
育を実施す
る。

階層別福祉教
育

年次計画

【参考】
関連事業における人材育
成の推進

― ―

生活支援体
制整備事
業、ふくし教
育推進事業
における人
材育成の推
進

生活支援体
制整備事
業、ふくし教
育推進事業
における人
材育成の推
進

生活支援体
制整備事
業、ふくし教
育推進事業
における人
材育成の推
進

プログラム
の試行的実
施及び検証

実施状況等
追跡調査の
実施

福祉教育プ
ログラムマ
ニュアル作
成、本格実
施、全小中
高学校及び
各種団体へ
配付

福祉教育プ
ログラム開
発検討委員
会の設置及
び定期開催

4

実績値

策定委員会
の設置・開
催

策定委員会
の開催

佐世保市ふ
くし教育実
践指針の策
定

推進委員会
の設置・開
催

モデル地区
での実践及
び検証

福祉教育プ
ログラムマ
ニュアル作
成、本格実
施

○今後の対策のとお
り実施していただき
たい。

階層別福祉
教育プログ
ラムの策定

3 3 4

4 4 4

総合評価

①ふくし教育実践体制の整備（1年目実践・福祉推進協議会構成員対象）
・共通プログラムは「社会的包摂を考える学習会」を15地区で実施した。参加者合計306人
・選択プログラムは地区の実情や課題に応じたプログラムを15地区で実施した。

【選択プログラム実績】

地区 内容（実施日） 参加者 地区 内容（実施日） 参加者

宮 地域福祉講演会（H31.1.26) 45人 江上 居場所づくり教室(H31.2.13） 18人

相浦

小佐々

宇久

大久保

地域共生を考える学習会(H31.3.15）

ふれあいサロン体験会(H30.12.12）

地域健康づくり講座(H30.10.16）

地域福祉研修会(H31.2.20)

地域の見守りづくり研修会(H31.2.27)　

福祉課題を考える学習会(H31.3.21)

福祉講演会(H31.3.16）

広田

潮見

小佐世保

25人

60人

17人

47人

日宇

白南風

山手

赤崎

柚木

鹿町

22人

24人

55人

地域福祉研修会(H31.2.20)

福祉課題を考える学習会(H31.3.20)

地域支え合い講演会(H31.3.8)

21人

36人

55人

30人

24人

60人

震災食づくり研修会(H31.3.20）

ふれあいサロン体験会(H30.12.12）

地域健康づくり講座(H30.10.16）

参加者合計：539人

地区 内容（実施日） 参加者 地区 内容（実施日） 参加者

三川内 共生社会を考える学習会(H31.3.12） 10人 針尾 共生社会を考える学習会(H31.3.14） 10人

天神 認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座(H31.3.26) 35人 木風 認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座(H31.3.20) 20人

福石 認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座(H31.3.21） 28人 戸尾 地域健康づくり講座(H30.10.16） 55人

光園 地域健康づくり講座(H30.10.16） 55人 清水 共生社会を考える学習会(H31.1.8) 20人

金比良 共生社会を考える学習会(H31.2.8) 32人 大野 居場所づくり講座(H31.3.26) 60人

江迎 ネットワーク活動研修会(H30.12.1) 92人 参加者合計：568人

中里皆瀬 共生社会を考える学習会(H31.3.12) 15人 春日 共生社会を考える学習会(H31.3.19) 25人

黒島 ふくし教育セミナー(H31.3.3) 70人 吉井 盲導犬との交流(H31.2.7) 41人



平成３０年度　第2期地域福祉計画・地域福祉活動取組み評価点一覧

H26 H27 H28 H29 H30 前年比

話し相手ボランティア事業 社協 3 3 3 3 →

佐世保市福祉資金貸付事業 社協 3 3 3 3 →

長崎県生活福祉資金貸付事業 県社協 3 3 3 3 →

生活困窮者自立支援事業 社協 5 5 5 5 →

日常生活自立支援事業 県社協 2 3 4 4 ↑

高齢者あんしんセンター事業 社協 3 3 3 3 →

成年後見制度の推進 社協 2 3 3 3 →

生活支援に係るケースマネジメント 社協 4 4 4 4 →

民生委員・児童委員支援 社協 3 3 3 3 →

緊急時連絡カード配布事業 市 3 3 4 3 ↑

救急医療情報キット事業 市 3 3 3 3 →

B B B B →

食事サービス支援 社協 2 3 3 3 →

ふれあい援護ネットワーク（仮称）の推進 社協 2 3 3 3 →

ふれあいいきいきサロンの支援・推進 社協 4 4 4 4 →

地域共生サロン（地域の居場所）づくり 社協 3 3 3 3 →

Ｃ B B B →

福推協の位置付けの再整理及び活動支援

福祉推進協議会の役割

福祉推進協議会の福祉的活動例

地区福祉活動計画

社協 4 4 4 4 →

B B B Ａ →

地域福祉の一環として福祉活動拠点施設の整備 市 3 3 3 3 →

地域福祉を総合的に推進するための拠点施設の整備 社協 2 3 3 3 →

社会資源情報の収集整備（地域福祉の手引き） 社協 3 3 3 3 →

災害時要援護者・平常時の要支援者の一元的データ管理 市 2 3 3 3 →

計画推進の成果の評価等 市・社協 － 3 4 3 ↑

ボランティアセンター運営 社協 3 2 3 3 ↑

ボランティア活動支援 社協 1 3 3 3 →

福祉人材バンク 県社協 3 3 3 3 →

災害時要援護者支援計画 市 2 3 3 3 →

福祉避難所 市 3 3 3 3 →

災害ボランティアセンター 社協 3 3 3 3 →

災害ボランティアネットワーク連絡協議会 社協 2 3 3 3 →

出前講座 市 3 3 3 3 →

地域福祉講演会 社協 3 3 3 3 →

階層別福祉教育（若年層・成人層・高齢層） 社協 3 4 4 4 →

地域における人材育成 社協 3 3 3 4 →

Ｃ B B B →

そ
の
他

（
基
盤
整
備
・
災
害
に
お
け
る
取
組
・
福
祉
教
育

）

１．施設基盤整備

２．情報基盤整備

３．人材基盤整備

４．災害時における取組

５．福祉教育

総合評価

小
地
域
支
援

１．住民相互間の自主的支援活動を通じた相互扶助の実現を支える取り組み

２．要支援者自らの自主的・自立的活動を通じた相互扶助の実現を支える取り組み

総合評価

地
域
福
祉
活
動

１．実践体制

社協 2 2 →2２．福祉推進協議会が推進する福祉施策

３．地域活性化モデル事業

総合評価

3

　　　項目・計画事業 実施主体
評価点

個
別
支
援

１．孤独から要支援者を守る取り組み

２．要支援者を資金的に支援するための取り組み

３．要支援者の権利を擁護するための取り組み

４．包括的・継続的な生活支援

５．命を守る取り組み

総合評価


